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認
定
第

認
定
第

認
定
第

目
指
何
第
一

日
穂
第
一
一

日
科
第
四

議
晶
子
第
七
十
一
号

議
察
第
七
十
二
号

陳

情

第

一

号

嗣

号

昭
和
問
十
八
年
度
館
山
市
一
一
照
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

昭
和
四
十
八
年
度
館
山
市
開
畏
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
芦
出
決
食
の
暫
定

κ
つ
い

4号

て

号

mv
和
問
十
八
位
岐
崎
町
山
市
と
畜
場
特
則
会

計
食
入
校
出
品
伏
?
の
摂
定
に
つ
い
て

開
和
四
十
八
年
度
常
山
市
休
挙
協
一
設
特
別

会
計
歳
入
持
出
決
貨
の
摂
定
K
づ
い
て

際
和
刊
十
八
位
貯
一
伊
山
市
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
特
別
会
斜
持
入
歳
出
決
貨
の
却
下
宏

κ
つ

い
て
四
町
か
四
十
八
年
度
仲
山
市
学
曹
災
害
共
済

蔀
業
特
別
炉
会
計
挽
入
歳
出
決
債
の
認
定

K

四
号

五
男

ム
ハ
ロ
一
勺

七
号

つ
い
て

開
和
四
十
八
年
度
同
山
市
水
治
蔀
業
特
別

会
計
収
支
決
貨
の
認
完
に
つ
い
て

指
害
賠
伶
の
拓
舶
の
決
定

K
つ
い
て

人
終
擁
務
委
員
候
補
者
一の
推
薦

K
つ
い
て

陳
情
寄

ー義

午
前
十
時
二
十
四
分
関
税
引

O
議
長
(
士
ロ
閉
勇
治
郎
君
)
本
日
の
出
席
務
局
戸
数
二
千
七
名
、

三
田
市
議
会
定
例
会
第
五
日
の
会
議
を
開
会
い
た
し
主
十
。

と
れ
よ
り
第

議

窓

上

キ呈

じo

。
議
長
(
古
口
同
町
山
治
郎
君
〉
円
建
第
て
羽
山一
定
第
一
号
乃
至
第
七
号
昭
和
凶

十
八
年
度
一
役
会
計
並
び

K
特
別
会
計
決
然
'
を
一
括
し
て
議
題
と
い
た
し
ま

ι
3
0
 却

下
定
第
一
号

京{一民館
一
二
号

認
常
第
三
口
甘

却
炉
定
第
四
身

朝
九
{
定
第
五
口
官

課
定
第
六
号

認
定
第
七
五
円

開
動
四
十
八
手
民
館
山
市
一
般
会
計
投
入
歳
出
主
ゐ
認

{
~
え
に
つ
い
て

昭
和
問
十
八
年
度
館
山
市
同
民
健
康
保
険
特
別
会
計
投
入

品
川
出
決
算
の
課
を
に
つ
い
て

限
利
仰
十
八
年
度
伸
一山
市
と
畜
場
特
別
会
計
-
歳
入
歳
出
決

釘
の
一
時
{
疋

K
つ
い
て

四
町
和
四
十
八
年
攻
品
川
山
市
休
穆
施
設
特
別
会
計
歳
入
歳
出

品
伏
タ
の
暫
定
に
つ
い
て

昭
和
四
十
八
年
度
伊
山
市
一
一

l
ス
ホ
ス
テ
ル
特
別
会
計
設

入
持
出
決
算
の
認
定

K
つ
い
て

昭
和
四
十
八
銭
度
熊
山
市
学
蜜
災
害
共
済
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
訴
の
禄
定
に
つ
い
て

昭
和
四
十
八
年
度
館
山
市
水
道
事
業
特
別
会
計
収
支
決
算

の
認
{
廷
に
つ
い
て

決
算
審
査
特
別
委
は
会
一
容
員
長
報
告

O
議
長
(
士
口
問
勇
治
郎
君
)
大
決
算
社
共

K
.
去
る
九
月
二
十
四
日

K
特
別

季
国
戸
会
を
訓
吹
田
智
し
、
付
持
さ
れ
た
も
の
で
あ

b
ま
ナ
。

よ
っ
て
、
と
れ
よ
り
決
算
容
査
符
別
委
員
会

κた
け
る
符
査
の
経
過
並
び

K
結
果

κ
っ
き
参
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。
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決
算
客
査
特
別
委
員
会
委
員
長
西
村
真
次
君
御
登
境
願
い
ま
す
。

(
二
四
番
議
員
西
村
真
次
君
登
壇
)

O

二
四
番
(
西
村
真
次
君
)
た
だ
今
議
題
と
な
り
吏
し
た
認
定
第
一
号
乃
至

第
七
号
、
昭
和
四
十
八
年
度
、
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
決
算

K
か
か
る

決
算
審
査
特
別
委
員
会

k
h
v
き
ま
す
客
賓
の
鰐
過
並
び

K
結
果

K
つ
い
て
ど

報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
二
十
四
日
開
会
の
本
会
議
k

b
き
ま
し
て
、
本
委
員
会
陀
付
託
と
な

・
9
ま
し
た
認
定
第
一
号
乃
至
第
七
号
に
つ
き
ま
し
て
、
二
十
五
日
雰
員
会
を

招
集
い
た
し
‘
各
会
計
に
な
け
る
決
算
K
っ
き
慎
重

K
寒
査
を
行
念
い
ま
し

た。
本
決
算

K
つ
き
ま
し
て
は
、
す
で

K
監
査
委
員

K
よ
り
宜
し
て
厳
重
一
在
る

監
賓
が
笑
一
施
せ
ら
れ
、
そ
の
結
録
、
計
数
は
正
確
で
あ
り
‘
予
タ
執
行
は
訟

が
む
ね
所
期
の
目
的

K
そ
い
‘
療
法
か
つ
効
潔
一
的

K
左
さ
れ
て
い
る
U

円
の
決

算
容
交
意
見
識
が
付
さ
れ
て
な
る
と
と
ろ
で
あ
h
y
ま
す
が
、
尚
、
大
雰
回
開
会

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
議
会
の
立
場
よ
h
y
特
陀
付
託
の
趣
旨
を
休
し
ま
し
て

と
れ
が
宗
一
査

κ臨
ん
だ
わ
け
で
あ
り
支
ナ
。

審
査
の
方
法
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
一
般
'会
計
歳
出
抗
争
款
ど
と
、
歳
入

は
一
括
、
特
別
会
計

K
つ
い
て
は
各
会
計
ど
と

K
符
賓
を
進
め
、
そ
の
健
一
査

過
程

κが
き
ま
し
て
は
、
批
判

K
本
会
市
川
、
各
穆
雰
一
員
会

K
な
い
て
持
議
さ
れ

ま
し
た
事
項
等
K
つ
き
ま
し
て
、
市
当
局
の
芳
え
を
た
だ
し
、
あ
る
い
は
処

理
状
況

κ
つ
い
て
の
報
告
を
求
め
、
さ
ら
に
仕
今
後
検
討
を
要
す
る
と
思
わ

れ
る
改
普
す
べ
き
事
項
等
を
指
摘
、
要
岱
ん
い
た
し
、
総
括
的
K
抗
予
算
議
決

の
繰
旨

κそ
っ
て
効
率
的
な
予
算
執
行
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
ラ
か
を
中
心

と
し
て
審
査
を
行
な
っ
た
次
第
で
あ

b
ま
す
。

以
下
‘
委
員
会

κや
き
ま
す
質
疑
応
答
等
、
整
理
い
た
し
ま
し
て
、
目
前
議

さ
れ
ま
し
た
が
も
在
る
点

K
つ
い
て
ど
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

全
ず
、
一
般
会
計
歳
出
、
議
会
費
中
、
食
糧
費
二
十
一
万
四
千
七
百
八
十

五
回
の
内
訳

K
つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
し
た
と
と
ろ
、

会
韓
間
用
食
精
債
と
し
て
エ
十
五
日
分
ド
+
八
万
五
千
七
百

A
十
五
円
、
接

、待
用
食
糧
勝
目
と
し
て
、
視
察
接
待
四
十
三
市
、
二
百
八
十
七
人
分
、
二
万
九

千
四
を
支
出
し
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

念
台
、
議
会
会
議
‘用
食
組
側
資
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
ま
で
も
た
び
た
び
そ

の
芳
え
方

K
つ
い
て
論
議
さ
れ
、
市
当
局
の
見
解
も
一
ホ
さ
れ
て
h
g
h
y

ま
す
が
‘

一
再
度
と
の
点
K
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
と
と
ろ
、
他
市
の
状
況
等
も
勘
案
の
上

主
と
し
て
議
会
運
営
の
能
家
化
を
は
か
る
と
い
う
意
味
か
ら
、
支
出
し
て
な

り
ま
す
が
、
今
後
の
問
問
問
一と
し
て
研
究
し
た
い
と
の
回
答
が
あ

b
ま
し
た
。

次
wh
、
総
務
郡
山
、
防
災
対
策
夜
中
、
防
災
会
議
委
員
報
酬
が
支
出
さ
れ
て

か
り
主
す
が
、
防
災
会
議
の
際
体
状
況

K
つ
加
て
伺
い
ま
し
た
と
と
ろ
、
幽

十
八
年
度
は
三
回
開
山
内
し
て
な
り
ま
す
。
そ
の
容
議
内
移
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
仙
岬
叫
破
防
災
計
雨
の
修
正
、
妨
災
訓
練
等
に
つ
い
て
容
議
し
、
な
な
地
接

対
品
川
を
重
点
と
し
て
、
地
震
発
生
時
k

b
け
る
被
害
想
定
の
作
成
、
検
討
を

い
た
し
て
か

b
ま
す
。
四
十
九
年
度
は
引
き
続
き
公
共
施
設
の
被
筈
想
定
を

斡
討
中
で
あ
る
旨
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

十
品
参
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
大
地
一
鯵
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
現
在
、

特
K
若
朽
校
舎
を
か
か
え
て
》
る
鋭
校
等

κつ
い
て
、
児
童
の
安
全
確
保
の

面
か
ら
十
分
な
る
調
存
一、
検
討
を
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

次

K
焚
通
安
全
施
設
整
備
工
事
詩
負
債
千
三
百
六
十
九
万
円

κ
つ
い
て
、

そ
の
内
容
の
説
明
を
求
め
ま
し
た
と
と
ろ
、
歩
道
六
四
三
・
二
五
メ
ー
ト
ル

九
百
五
十
万
円
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ

l
三
十
六
華
、
百
三
十
万
六
千
六
百
円
、
ガ

ー
ド

ν
1
ル
一
一
一
八
・
五
メ
ー
ト
ル
十
七
万
九
千
円
、
標
識
類
百
四
十
八
本
、
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路
面
表
示
三
、
五
七
七
メ
ー
ト
ル
五
十
万
問
、
チ
ピ

y

子
ゾ

ス
ク
ー
ル
ゾ

l
ン
等
の
路
面
表
示
十
九
カ
所
、
三
十
六
万
二
千
五
百

円
、
道
路
照
明
四
基
、
七
十
万
四
等
の
工
事
を
実
施
し
た
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
c

次
に
民
生
費
中
、
青
年
館
行
事
委
託
料
と
し
て
三
十
一
万
五
千
阿
が
支
出

さ
れ
、
と
れ
に
よ
っ
て
青
年
館
連
絡
協
議
会

κよ
る
球
技
大
会
が
実
旅
さ
れ

て
な

b
ま
す
と
と
は
、
青
年
館
活
動
の
充
実
と
い
う
何
点
か
ら
紗
意
を
表
す

る
と
と
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
四
十
九
年
度
陀
な
い
て
、
追

跡
会
の
開
催
が
計
画
さ
れ
た
と
と
に
関
し
、
各
町
内
会

κ寄
付
趣
意
容
の
巴
町
一

付
を
み
て
な
る
と
と
は
、
委
託
料
に
無
理
が
あ
る
の
で
は
念
い
か
、
運
営
に

つ
い
て
指
導
の
必
要
は
左
い
か
と
の
質
問
に
対
し
ま
し
て
、
公
立
の
青
年
館

行
事
の
一
環
と
し
て
の
還
尚
一
会
開
停
に
つ
い
て
、
寄
付
行
為
は
ま
ず
い
と
い

う
と
と
で
、
中
止
す
る
よ
う
指
導
し
た
旨
の
回
答
が
あ
タ
ま
し
た
。

次
W

仏
、
農
林
水
産
業
皆
、
農
業
振
興
校
中
、
曲
開
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給

金
、
果
樹
経
官
集
団
育
成
事
業
補
助
金
、
米
生
罪
静
懲
一
集
団
転
作
奨
励
補
助

金
が
支
出
さ
れ
て
な
り
ま
す
が
、
と
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
実
錦
町
の
報
舎
を

求
め
ま
し
た
と
と
ろ
、
農
業
近
代
化
資
金
に
つ
い
て
は
、
取
り
扱
い
件
数
二

十
四
件
、
四
千
三
百
三
十
四
万
何
が
利
用
さ
れ
て
か
り
ま
し
て
、

hu
も
な
も

の
と
し
て
は
施
設
二
十
件
、
機
耕
器
具
、
家
畜
の
導
入
二
件
で
刺
子
補
給
の

率
に
つ
い
て
は
偶
人
、
共
同
K
よ
り
異
な
・
り
ま
す
が
、
末
端

K
な
い
て
年
五

分
五
厘
を
も
っ
て
借
入
で
き
る
よ
う
措
帝
-
し
て
な
り
ま
す
。

同
席
樹
無
償
集
団
育
成
事
業

κ
つ
き
ま
し
て
代
新
古
及
び
沼
の
び
わ
山
の
選

勝
舗
装
を
四
十
七
年
度
よ
り
三
カ
年
計
画
を
も
っ
て
、
県
多
三

otF、
市
静

ニ
O
%
‘
地
元
五

O
U
R
の
負
担
割
合
で
施
行
す
る
も
の
で
、
本
年
度
ま
で
二
、

二
一
五
メ
ー
ト
ル
を
実
施
し
て
必
り
ま
す
。

八
十
五
万
円
、

l
y
、

米
生
産
調
警
察
田
山
転
作
奨
励
補
助
金
陀
つ
き
ま
し
て
は
、
全
般
的
な
転
作

と
呉
走
り
ま
し
て
、
木
市
単
独
の
事
業
で
あ
り
ま
し
て
、
一
集
団
一
ヘ
ク
タ

ー
ル
以
上
程
作
し
た
場
合
に
、
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
五
百
円
を
補
助
す
る
も

の
で
、
九
重
の
水
問
、
宝
貝
、
安
東
地
区
の
ハ
ス
、
四
・
三
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

K
対
し
て
奨
励
補
助
し
た
も
の
で
あ
る
旨
の
説
明
が
ち
り
ま
し
た
。

次
に
水
串
併
設
A

野
-r

に
つ
き
ま
し
て
、
市
伏
千
繋
県
漁
業
信
用
協
会
に
対
し
、

百
三
十
万
内
の
出
資
を
し
て
漁
業
考
の
融
資
の
円
高
川
化
を
は
か
つ
て
な
り
、

特
K
近
代
化
再
担
金
に
つ
い
て
は
一
部
利
子
補
給
等
実
施
さ
れ
て
な
り
ま
す
が
、

担
保
カ
の
弱
い
漁
業
者
代
、
十
分
な
る
活
用
が
念
さ
れ
な
い
商
も
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
‘
今
後
市
独
自
の
献
資
制
度
K
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
よ
う
要
望
い

た
し
ま
し
た
。

次

K
観
光
費
中
‘
花
弁
植
栽
委
託
料
と
し
て
三
百
万
円
、
や
し
並
木
管
理

委
託
料
九
十
方
向
が
支
出
さ
れ
て
な
り
ま
す
が
、
本
事
業
の
内
容
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
空
し
た
と
と
ろ
、

花
弁
椴
栽
事
業
は
、
県
の
H
W
助
事
業
と
し
て
四
十
七
年
度
よ
り
実
施
し
て

か
る
も
の
で
あ
り
主
し
て
、
四
十
八
年
度
に
な
い
て
は
、
鳥
久
の
跡
地
一
万

平
方
メ
ー
ト
ル
に
二
百
七
十
万
円
を
も
っ
て
ポ
ピ
ー
を
中
心
と
し
た
植
裁
を

行
な
っ
た
ほ
か
、
伊
戸
代
二
カ
所
、
約
二
、
五

O
C
平
方
メ
ー
ト
ル
を
倦
h
y

上
げ
、
三
十
万
四
の
委
託
料
で
植
裁
を
実
施
し
、
多
く
の
鮒
光
客
の
利
用
に

供
し
た
と
の
説
明
が
あ
り
主
し
た
。

な
れ
て
北
条
海
岸
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
内

K
近
所
の
人
た
ち

κよ
・
て
花

管
が
整
備
さ
れ
て
な
り
、
観
光
客
の
白
を
楽
し
主
せ
て
な

b
ま
す
が
、
と
れ

K
つ
い
て
は
、
何
ら
助
成
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
現
状

K
あ
h
y
ま
す

の
で
、
種
子
代
等
の
助
防

K
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
え
し
ま
し
た
。

次
の
や
し
救
木
管
理
委
託
料
K
つ
き
ま
し
て
は
、
北
条
海
岸
の
や
し
並
木
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約
百
五
十
本

κ対
す
る
除
草
、
施
肥
、
防
険
、
潅
水
等
の
年
間
の
管
理
委
託

料
で
る
る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

本
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
更

K
委
託
後
の
管
理
状
況
の
銅
山
穂
、
指

導

K
万
全
を
期
ず
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
土
木
資
中
、
道
路
舗
装
四
カ
年
計
画
は
一
険
制
の
包
的
ど
か
り
完
了

し
、
多
大
の
成
果
を
な
さ
め
ら
れ
た
と
と

κ対
し
、
時
ψ

惹
を
表
す
る
と
と
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
な
hv
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
と
と
ろ
、
道鴨川

は
、
住
民
生
活
の
基
盤
で
あ
り
、
観
光
伶
山

K
と
っ
て
は
重
夢
な
問
題
で
あ

h
y
ま
す
の
で
、
計
繭
と
し
て
は
、
全
市
清
一
を
舗
装
す
る
方
向
で
糸
み
た
い
貨

の
答
弁
が
あ
h
y
ま
し
た
。

次

κ公
園
費
中
、

迩
動
公
園
現
形
測
量
雰
託
料
三
百
六
十
万
四
が
支
出

さ
れ

1
b
-り
ま
す
が
、
測
量
の
内
容

K
つ
い
て
説
明
を
求
め
空
し
た
と
と
ろ
、

現
形
測
且
聞
は
、
ん
日
に
測
を
業
者

K
依
頼
し
、
千
分
の
一
と
二
千
介
の
一
の
各
間

百
を
作
製
さ
せ
、
な
が
、
実
、
測

K
当
た
っ
て
は
、
境
界

κ
つ
い
て
は
‘
開
発

公
社
立
ち
会
い
の
も
と

κ境
界
団
怖
を
建
設
し
、
図
商
に
も
と
れ
を
記
入
い
え

し
ま
し
た
。
と
の
図

F
K
悲
・
つ
い
て
公
園
係

κか
い
て
一
応
の
斗
函
図
の
恰

討
は
し
て
か
り
ま
す
が
、
連
動
公
開
に
つ
い
て
は
-
県

K
宙
双
山
田
=
い
た
し
、
で

き
る
だ
け
県
で
実
施
し
て
も
ら
う
方
向

K
進
み
た
い
と
の
税
明
が
あ
り
ま
し

た。
次

κ消
防
費
中
、
超
短
波
無
線
傍
受
州
市
購
入
資
百
九
十
万
余
同

K
っ
き
・
ま

し
て
は
、
消
防
自
動
車
用
二
十
八
台
、
部
長
以
上
の
幹
前

K
常
置
す
る
も
の

四
十
四
台
、
計
七
十
二
台
の
傍
受
機
が
当
初
計
函
ど
b
り
鱗
入
さ
れ
て
な
り

ま
す
が
、
部
長
以
上
の
み
で
、
機
能
は
十
分
に
果
た
せ
る
の
か
、
ま
た
分
間

K
よ
っ
て
は
後
援
会
が
団
員

κ買
い
与
え
、
或
い
は
団
員
個
別
人
で
購
入
し
た

事
例
も
あ
h
y
主
す
が
、
と
れ
ら

K
つ
い
て
は
十
分
な
指
導
が
行
な
わ
れ
て
い

る
か
、
現
状
を
ど
の
よ
う

K
認
熱
し
て
か
ら
れ
る
か
と
の
質
問

κ対
し
、
傍

受
秒
を
部
長
宅

K
常
概
し
て
も
、
火
災
発
生
の
場
合
、
先
ず
、
部
長
が
覚
知

し
て
、
然
る
後
、
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
す
る
等

K
よ
り
団
員

κ知
ら
せ
な
け
れ

ば
出
向
一
で
き
左
い
わ
け
で
、
理
想
か
ら
い
え
ば
団
員
ま
で
常
置
す
る
の
が
最

良
で
あ
り
を
す
が
、
現
在
、
二
十
八
都
中
、
団
員
数
は
多
い
と
と
ろ
で
二
十

名
、
少
な
い
と
と
ろ
で
抗
十
名
理
度
、
班
長
の
数

K
つ
い
て
は
三
名
乃
至
五

名
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
せ
め
て
班
長
以
上
ぐ
ら
い
常
慢
で
き
る
体
制
を
と

芳
え
て
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
倹
、
後
援
会
等
で
購
入
し
て
い
た
だ
い
て
な

ぷ
と
い
う
切
状
か
ム
、
や
は
り
あ
る
程
度
の
数
を
各
部

K
備
え
て
、
出
動
に

す
一時
仰
の
乏
い
よ
う
漸
次
、
台
数
を
ふ
や
し
て
い
き
た
い
旨
の
回
答
が
あ

b
ま

し
た
。
次
げ
仏
、
教
育
夜
中
、
積
日
商
代
行
戸
賃
金
が
支
出
さ
れ
て
シ
り
ま
す
が
、

と
の
笑
祢
状
祝

K
つ
い
て
説
明
存
在
}
求
め
ま
し
た
と
と
ろ
‘

本
制
昨
限
付
、
教
職
員
の
勤
務
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
宿
直
に
つ
い
て
は

一
週
間
一
同
以
内
、
日
高

K
つ
い
て
は
月
一
回
以
内
、
と
れ
以
上
の
場
合
は

代
行
間
同
j

を
採
用
し
て
吻
務
さ
ぜ
る
よ
う

κと
い
う
県
教
育
委
員
会
の
指
導
を

受
け
て
実
称
し
て
か
る
も
の
で
あ
h
y
ま
す
が
、
玖
在
、
代
行
員
を
賢
い
て
が

り
空
す
の
社
、
小
学
校

44
船
形
、
館
山
、
北
条
の
三
校
、
中
学
校
で
は
一

小
、
ニ
中
の
二
枚
で
あ
る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次
陀
中
学
校
予
中
、
公
有
財
産
恥
入
計
と
し
て
、
二
中
用
地
購
入
資
八
千

百
九
十
五
万
二
千
七
百
四
が
支
出
さ
れ
て
な
り
ま
す
が
、
と
れ

K
つ
い
て
は

全
額
支
払
わ
れ
て
む
る
の
か
、
供
託
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
し
た
ら
説

明
願
い
た
い
と
の
質
問
に
対
し
」
よ
し
て
、
総
領
八
千
百
九
十
五
万
二
千
七
百

円
の
う
ち
、
五
千
六
百
九
十
七
万
六
千
七
百
円
を
供
託
し
て
な
る
旨
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
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次
に
、
学
校
教
育
烈
K
つ
い
て
幼
稚
開
、
小
学
校
、
中
学
校
の
そ
れ
ぞ
れ
、

児
章

一
人
当
た
り
の
賞
用
れ
ど
の
〈
ら
い
か
伺
い
ま
し
た
と
と
ろ
、
四
十
八

毎
度
、
時
焼
夷
路
刊
を
含
め
ま
し
て
、
小
笠
性
一
人
当
た
h
J
五
万
七
千
四
百
七
十

三
円
、
中
後

生

一
人
当
た
-P
十
二
万
九
百
九
十
一
円
、
幼
稚
園
児
一
人
当
た

り
六
万
二
千
三
百
三
十
一
ニ
円
で
あ
る
旨
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

次
花
、
公
民
館
山
沢

κ
つ
き
ま

し
て
、
公
民
か
介
品
問
時
供
出
同
氏
伴
い
士
し
て
、

備
品
購
入

K
つ
い
て
地
一
以

K
よ
っ
て
は
、
袋
川
付
を
集
め
て
か
ろ
と
と
ろ
も
あ

b
ま
す
の
で
、

+
m
K
が
け
る
備
ロ
m
貯
入
狩
の
増
柄
は
で
き
な
い
の
か
、
主
え

公
民
常
利
用
に
あ
た
司
て
は
時
間
的
た
制
限
等
使
用
上
の
制
糸
が
あ
っ
て
、

十
分
な
活
動
が
で
き
も
仏
い
と
の
戸
も
あ
り
さ
す
の
で
、
と
れ

K
対
す
る
市
の

考
え
方
を
た
だ
し
を
し
た
と
と
ろ
、
備
日
耐
に
つ
き
ま
し
て
は
、
時
間
設
に
伴
い

若
干

の
購
入
費
'
は
計
上
い
た
し
て
な
り
ま
す
が
、
な
令
、
地
域
の
実
情

K
即

し
て
、

会
開
制
い
で
き
れ
ば
と
い
う

と
と
で
や
っ
て
や

b
ま
す
。
議
会

K
な
き

ま
し
で
も
矯
額
の
指
摘
を
受
け
て
な
り
ま
す
の
で
、
物
何
の
変
劫
等
も
労
え

て
相
談
し
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
刑
用
穴
つ
き
ま
し
て
は
'無
人
で
あ
り
主

ナ
の
で
、
無
制
限
と
い
う
わ
け

K
は
参
h
y
主
せ
ん
が
、
特
別
念
場
合
は
話
し

合
い

K
よ
り
使
用
し
て
い
た
だ
い
て
令
ゐ
回
目
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た。

次

K
不
用
額

K
つ
き
ま
し
て
、
歳
出
予
算
総
額
三
十
一
億
八
千
七
百
三
十

八
万
円
K
対
し
、
二
千
九
百
四
十
四
万
千
二
宵
五
十
七
円
で
あ
り
、
そ
の
割

合
は

0
・
九
%
と
在
っ

て
秒
h
y
ま
す
。
+
ホ
件
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
款

K
わ

た
っ
て
が
夕
、
そ
の
内
容
を
検
討
い
た
し
ま
す
と
き
、
物
品
の
一
括
的
入

κ

よ
る
も
の
、
入
札

K
よ
る
も
の
等
が
主
た
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
重

点
施
策
で
あ
る
教
育
情
、
民
生
予
に
な
い
て
も
多
額
の
不
用
開
ー
が
計
上
さ
れ

て
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
友
会
予
算
計
上

K
あ
た
っ
て
は
、
適
正
念
特
例

P

と
計
扇
的
念
執
行
に
一
段
の
配
慮
を
要
望
い
え
し
ま
し
た
c

次

K
務
入
で
あ
り
主
ナ
が
、
市
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
徴
収
第
九
八
・
五

%
、
十
一
億
四
千
五
百
七
十
九
万
余
円
が
吸
入
さ
れ
て

b
b
主
し
て
、
市
当

局
の
努
力
を
多
と
す
る
と
と
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
不
仙
川
欠
到
析
と
し
て
三
十

三
万
三
千
八
百
五
十
四
円
が
計
上
さ
れ
て
や
り
ま
す
の
で
、
と
の
内
容

κ
つ

い
て
説
明
争
-
求
め
・
ま
し
た
と
と
ろ
、
何
人
市
民
税
K
か
い
て
百
五
十
五
件
、

八
万
九
千
百
二
十
四
円
、
法
人
市
民
税
六
件
、

一
万
三
千
二
百
円
、
固
定
資

殻
割
引
、
都
市
計
百
税
七
十
九
件
、
十
八
万
八
平
九
百
十
円
、
軽
自
動
車
税
四

十
一
件
、
四
万
二
千
六
百
二
十
円
と
た
A

て
な
り
ま
し
て
、
そ
の
理
由
と
し

て
代
、

い
ず
れ
も
生
活
関
窮
、
無
所
不
明
、
倒
産
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
旨

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

本
雰
瓦
円
ム
ー
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
秒
負
担
の
公
平
の
的
点
か
ら
あ
ら
ゆ
る

方
笑
を
講
じ
、
不
納
欠
損
栴
の
被
今
に
い
っ
そ
う
の
努
力
を
要
望
い
た
し
ま

し
た
c

以
上
、
木
委
員
会

K
た
き
主
す
零
査
の
核
要
を
申
し
上
げ
た
次
第
で
あ
り

ま
す
が
、
本
決
算
警
を
総
体
的

K
み
ま
す
と
き
、
提
出
ム
〈
理
由

K
も
述
べ
ら
れ

て
な
り
ま
す
如
〈
、
当
一
移
年
度
は
、
あ
た
か
も
石
油
危
桜
に
よ
る
異
常
在
伝

説
伊
情
熱
と
と
れ

K
伴
う
き
び
し
い
財
政
耕
地
W
K
当
面
し
な
が
ら
も
、
な・絵
、

産
業
、
教
育
、
観
光
、
福
祉
を
重
点
と
し
て
各
種
翰
突
す
執
行
さ
れ
、
実
質

収
支
、

一
侠
一
千
七
商
問
万
三
千
百
二
十
円
の
繰
h
J
越
し
決
算
を
遂
げ
ら
れ

ま
し
た
と
と
は
、
布
当
局
の
努
力
に
主
る
も
り
で
あ
h
y
ま
し
て
、
予
算
議
決

の
関
口
同
化
沿
い
、
な
が
む
ね
そ
の
ロ
リ
的
を
芝
し
得
た
も
の
と
認
め
、
探
ぐ
敬

-(;-

意
を
表
す
る
と
と
ろ
で
あ
タ
士
す
。

今
崎
旬
、
も
叫
が
、
市
当
局
に
か
か
れ
主
し
て
は
、
財
源
の
弘
保
と
合
理
的
念

予
詐
の
執
行
え
つ
と
め
ら
れ
、
市
民
宿
祉
の
向
上
と
刊
品
川
河
の
伸
展

K
一
段
の

努
力
守
-
傾
注
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
た
次
箆
で
ど
ざ
い
ま
す
。



以
上

K
よ

b
、
本
委
員
会
は
、
付
託
を
受
け
ま
し
た
認
定
第
一
長
乃
至
第

七
号
、
昭
和
四
十
八
年
度
一
般
会
計
並
び

K
特
別
会
計
各
決
鍔
は
、
い
ず
れ

も
認
定
す
る
と
と

K
決
し
ま
し
た
。

ζ

と
W

仏
、
決
算
成
甘
査
特
別
委
員
会

K
が
き
ま
す
容
査
の
経
過
並
び

K
結
果

κつ
い
て
ど
報
告
・
申
し
上
げ
た
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

満
場
の
ど
賛
同
を
た
ま
わ
・
9
ま
す
よ
う
な
廠
い
申
し
上
げ
ま
し
て
委
員
長

報
告
を
終
り
ま
す
。

O
議
長
(
吉
田
勇
治
配
君
)

以
上
で
委
員
長
の
報
告
を
終
り
ま
す
。

同

疑

応

答

O
議
長
(
士
ロ
田
勇
治
郎
君
)
本
報
告

κっ
き
御
質
疑
頗
い
ま
す
。

。
一

O
番
(
渡
辺
軍
治
郎
君
)
不
幸
が
あ
っ
た
の
で
、
会
議

K
参
加
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
‘
一
点
だ
け
今
の
委
員
長
報
告

κ
つ
い
て
質
問
し
た
い
と

思
う
ん
で
す
が
、
委
角
'
長
報
告
の
中
で
、
ニ
申
の
用
地
購
入
の
代
金
を
一
都

中
村
庸
二
郎
さ
ん
が
受
け
取
ら
な
い
で
供
託
し
て
い
る
と
い
う
と
と
が
あ
り

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ど
う
い
う
理
由
で
受
け
取
ら
な
い
の
か
。
そ
の
点
が
宍

議
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
た
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

O
二
四
番
〈
西
村
英
次
君
)

h

u

答
え
い
た
し
ま
す
。

先
ほ
ど
、
例
報
告
申
し
上
げ
た
と
が
り
で
ど
ざ
い
ま

L
て
、
渡
辺
議
員
さ

ん
の
御
質
問
の
趣
旨
の
よ
う
な
質
疑
が
行
な
わ
れ
交
せ
ん
で
し
た
の
で
、

-P

答
え
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
〉
他
陀
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
|
御
質
疑

な
し
と
認
め
ま
す
。

討

論

0
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

ζ

れ
よ
・
9
討
論
を
行
な
い
ま
す
。

(一

O
番
議
員
渡
辺
軍
治
郎
君
登
壇
)

り
一

O
番
(
渡
辺
軍
治
郎
君
)
私
は
、
認
定
第
一
号
昭
和
四
十
八
年
度
館
山

市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

K
反
対
す
る
討
論
を
行
な
い
ま
す
。

私
は
、
昭
和
四
十
八
年
度
の
当
初
予
算
に
反
対
討
論
を
行
か
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
前
擦
に
し
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長
は
、
昭
和
四
十
八
年
度
予
算
説
明
の
中
で
教
育
、
産
業
、
観
光
を
主

軸
K
市
民
福
祉
達
成
の
た
め
財
政
投
入
を
し
た
と
い
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

決
算
報
舎
の
説
明
で
も
、
産
業
、
教
育
、
福
祉
の
増
進
の
た
め

K
最
善
の
努

力
を
し
、
住
民
負
担
の
軽
減

K
つ
と
め
て
き
た
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
教
育

民
生
費
は
構
成
比
は
四
四
・
七
二
%
、
当
初
予
算
か
ら

0
・
一
四
%
の
伸
び

翠
、
農
業
、
水
産
、
商
工
、
問
光
安
は
七
・
五
%
で

0
・
一
%
の
伸
び
率

κ

過
ぎ
ま
せ
ん
。
と
れ
で
は
市
長
の
一
吉
う
よ
う
に
産
業
、
観
光
の
矯
進

K
つ
と

め
た
と
は
受
け
取
れ
な
い
決
符
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

美
し
い
自
然
環
境

κ恵
ま
れ
た
館
山
市
が
、
観
光
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
地

域
と
し
て
発
展
し
て
い
く
上
で
大
切
な
産
業
、
観
光

K
対
ナ
る
施
策
が
全
〈

立
ち
遅
れ
て
い
ま
す
。
大
資
本
の
乱
開
発
か
ら
自
然
環
境
を
守
り
育
て
る
と

と
、
そ
れ
と
合
わ
せ
て
水
産
資
源
等
の
産
業
の
開
発
に
積
極
性
が
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
社
会
福
祉
に
つ
い
て
は
、
六
歳
未
満
の
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
、
六
十

歳
以
上
の
寝
た
き
り
老
人
、
心
身
障
害
者
四
級
ま
で
の
医
療
資
無
料
化
の
拡

大
.
老
人
特
別
年
金
の
支
給
、
交
通
遺
児
手
当
、
敬
老
祝
金
の
増
額
と
積
極

的
念
商
は
評
価
し
ま
す
が
、
次
の
詩
点

κ
つ
い
て
は
容
認
で
き
ま
せ
ん
。

第
一
点
、
は
‘
議
会
食
糧
費
二
十
一
万
四
千
七
百
八
十
五
円
の
支
出

K
つ
い

て
で
す
が
、
議
員
の
弁
当
代
は
各
自
の
報
酬
の
中
か
ら
向
弁
す
る
の
が
当
然
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で
、
議
員
だ
か
ら
と
い
っ
て
特
別
扱
い

κす
る
明
日
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特

K

市
民
か
ら
選
ば
れ
た
選
良
と
し
て
そ
の
政
治
姿
剣
・
を
た
だ
す
た
め
に
も
議
会

食
精
彩
は
廃
止
す
べ
き
だ
と
考
え
全
す
。

崎
県
二
点
段
、
ペ
リ
ン
ハ
ム
の
親
善
検
行
務
二
百
十
万
四
の
支
出
で
す
が
、

と
の
+
又
出
は
前
市
長
か
ら
の
慣
行
と
し
て
隔
年

K
実
扮
さ
れ
て
い
主
す
が
、

と
の
穫
の
外
開
株
行
の
必
要
性
に
つ
い
て
社
疑
問
が
あ
り
4
4
す
の
で
、
廃
止

す
べ
き
も
の
と
芳
え
ま
す
。

第
三
点
伏
、
問
、
県
の
市
長
会
の
負
担
金
ム
ロ
計
六
十
九
芳
五
千
四
の
支
出

は
、
と
の
穆
の
女
出
と
し
て
は
多
過
ぎ
る
の
で
削
減
す
べ
き
も
の
と
考
え
ま

す。
第
四
点
は
、
市
町
村
留
事
務
組
合
に
し
尿
処
理
場
建
設
や
と
し
て
二
百
二

十
五
万
三
千
円
を
支
出
し
て
い
全
す
が
、
い
ま
だ

K
用
地
取
得
が
で
き
な
い

の
は
問
題
で
あ
り
ま
す
。
市
独
自
と
し
て
も
校
制
限
計
両
を
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

第
五
点
は
、
町
内
会

K
対
し
行
政
事
務
委
許
料
と
し
て
四
百
六
十
三
万
百

六
十
円
の
支
出
及
び
徴
税
軒
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
紳
税
組
合
K
対
す
る
報
傍

金
一
千
四
百
六
十
六
万
三
千
二
百
三
十
円
の
支
出
で
す
が
、
と
れ
ら
の
支
出

に
つ
い
て
は
問
照
が
あ

b
ま
す
。
地
方
自
治
神
宮
第
十
四
条
の
二
項
で
は
、
行

政
事
務
に
関
し
て
は
条
例
で
定
め
な
け
れ
ば
在
ら
念
怖
と
と

K
な
A

一
て
い
ま

す
が
、
条
例
の
定
め
が
あ
eb
ま
せ
ん
。
ま
た
、
と
れ
ら
の
支
出
が
条
例
の
念

い
規
則
で
伊
-
め
ら
れ
て
い
主
す
が
、
地
方
自
治
法
第
十
五
条
で
は
、
法
令
K

違
反
し
な
い
限
h
y
κ

沿
い
て
は
規
則
を
制
定
す
る
と
と
が
で
き
る
と
し
て
い

ま
す
。
行
政
事
務
の
負
担
区
分
を
明
ら
か

K
し
た
地
方
自
治
法
第
二
灸
、
私

人
の
公
金
取
り
扱
い
を
制
限
し
た
地
方
自
治
性
ヂ
二
百
四
十
三
条
、
と
れ
ら

の
法
令
に
違
反
す
る
規
則

K
基
づ
い
た
支
出
を
認
め
る
と
と
ば
で
き
ま
せ
ん
。

第
六
点
は
、
急
傾
斜
地
危
険
防
止
事
業
負
担
金
百
六
十
万
円
を
は
じ
め
漁

港
、
館
山
階
、
県
道
舗
装
、
街
路
改
良
神
装
、
観
光
道
路
等
国
、
県
の
単
独

事
業
の
負
担
金
合
計
は
九
千
二
百
六
十
五
万
一
千
二
百
五
十
円
と
相
当
大
き

な
支
出
と
念
仏
Y

地
方
財
政
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
と
れ
ら
の
負
担
金
は
地
方

自
治
法
及
び
地
方
財
政
法

の
原
則

K
基
づ
い
て
処
理
し
、
解
消
す
る
よ
う
要

求
し
ま
す
。

第
七
点
は
、
三
芳
水
道
企
時
間
団
の
分
担
令
一四
千
百
三
ト
万
円
の
支
出
で
す

が
、
と
の
n
労
相
-
舎
の
哩
分
市
川
l
H
U

操
業
以
来
四
年
後
の
情
勢
の
変
化
で
適
応
し

左
〈
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
司
て
、
と
の
配
分
史
、
の
改
定
は
水
道
加
入
一
円

数
、
水
の
俺
用
易
相
官
科
坐
的
念
資
料

K
慕
a

つ
い
て
決
定
す
る
の
が
合
理
的
で

あ
り
、
公
殺
事
業
の
原
則
で
あ
h
y
ま
す
の
で
、
改
定
の

mv
遂
を
要
求
し
ま
す
。

第
八
点
は
、
谷
炉
原
運
動
公
開
測
貴
子
と
し
て
三
百
六
十
万
円
の
支
出
に

つ
い
て
で
す
が
、
市
と
し
て
谷
藤
原

κ運
動
公
園
を
つ
〈
る
具
体
的
念
方
針

は
決
脅
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
経
質
を
予
算

κ計
上
す
る
と

と
は
地
方
自
治
法
第
二
百
二
十
二
条
の
想
定

K
違
反
し
て
い
ま
す
。
問
用
地

代
公
朴
一の
財
売
で
、
公
社
の
事
業
計
画
も
介
護
土
地
'と
な
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
測
表
現
は
公
社
の
僻
終
と
し
て
支
出
す
べ
き
も
の
で
、
一
紋
会
計
か
ら

の
支
出
を
認
め
る
と
と
伏
で
き
ま
せ
ん
。

第
九
点
伏
、
県
の
単
独
車
業
で
あ
る
安
房
博
物
館
の
寄
付
金
一
千
万
円
の

支
出
で
す
が
、
地
労
財
政
法
第
二
条
は
「
地
方
公
共
団
休
は
他
の
地
方
公
共

団
休
の
財
政
に
顎
を
及
ぼ
す
よ
う
な
施
策
を
し
て
は
授
ら
な
い
」
と
し
、
間

輸
出
'
九
券
は
「
対
方
公
共
団
休
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
の
一
事
務
を
行
な
う

た
め

κ喫
す
る
鮮
曲
折
J
K
つ
い
て
は
当
該
地
方
公
共
団
体
が
全
額
と
れ
を
負
担

す
る
〕
と
と
と
し
て
い
ま
す
。
な
た
、
同
二
十
八
条
の
二
項
は
「
法
令
の
規

定
に
基
づ
き
特
例
の
負
担
区
分
が
定
め
ら
れ
て
い
る
事
務

K
つ
い
て
、
他
の
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地
方
公
共
団
体
K
対
し
、
当
政
事
務
の
処
迎
K
裂
す
る
経
路
民
の
負
担
を
蒔
嫁

し
、
地
方
公
共
団
体
相
互
の
間
k

b
け
る
経
費
の
負
担
区
分
を
み
だ
す
よ
う

な
と
と
を
し
て
は
な
ら
念
い
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。
安
房
博
物
館
の
寄
付

金
は
県
の
要
請
K
基
づ
い
た
も
の
で
明
ら
か
K
地
方
財
政
法
K
違
反
し
た
支

出
で
あ
り
、
認
め
る
と
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

第
十
点
は
、
二
中
用
地
購
入
代
金
と
し
て
八
エ
百
九
十
五
万
二
千
七
百
円

が
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
中
村
康
一
郎
氏
の
分

κ
つ
い
て
は

受
け
取
り
を
拒
否
さ
れ
た
の
で
、
法
務
局

κ供
託
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
が
、
と
れ
は
は
な
は
だ
不
明
朗
な
話
で
、
行
政
の
不
手
ぎ
わ
と
し
て
そ
の

責
め
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
と
考
え
ま
す
。

次

κ、
歳
入

κつ
い
て
で
す
が
、
第
十
一
点
と
し
て
、
農
業
委
員
会
の
県

支
出
金
二
百
十
八
万
七
千
円
の
収
入

κ対
し
て
、
支
出
の
ほ
う
は
千
七
百
四

十
五
万
千
百
六
十
円
で
大
幅
な
超
過
負
担
K
な

っ
て
い
る
の
で
、
改
善
す
る

よ
う
要
求
い
え
し
ま
す
。

第
十
二
点
は
、
寄
付
金
収
入

κ
つ
い
て
で
す
が
、
そ
の
合
計
は
三
千
六
百

四
十
三
万
六
千
百
六
十
円
で
当
初
予
鉾
よ
り
千
二
百
四
十
三
万
二
千
百
六
十

円
の
矯
K
念
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

b
も
念
も
の
は
市
選
の
舗
装
、
漁
港
、
消

防
、
青
年
抽
出
等
の
寄
付
金
三
千
二
百
八
十
八
万
六
千
三
百
円
で
あ
り
ま
す
が

い
ず
れ
も
公
共
事
業
で
公
費
で
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
と
は
、
却
方
自

治
法
、
地
方
財
政
法
か
ら
み
て
明
ら
か
で
あ
h
y
ま
ず
。
し
た
が
っ
て
、
行
政

経
費
を
寄
付
金

κ求
め
る
法
的
根
拠
は
ど
と
に
も
あ

b
ま
せ
ん
。
寄
利
金
を

合
理
化
す
条
例
も
規
則
も
あ
り
ま
せ
ん
。
全
〈
無
法
な
も
の
で
す
。
と
の
寄

付
金
を
予
算
化
す
限
h
y
、
実
施
の
一
闘
で
は
地
方
財
政
法
K
違
反
す
る
制
割
り
当

て
的
な
寄
付
行
為
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
と
は
挙
実
が
証
明
し
て
い
ま
ナ
。

市
長
は
、
決
算
報
告
の
説
明
の
中
で
住
民
の
負
担
続
減

κ努
力
し
て
き
た

と
い
っ
て
主
す
が
、
事
実
が
税
外
負
担
を
矯
大
さ
せ
て
い
ま
す
。
と
れ
は
自

民
党
政
府
K
直
結
す
る
本
間
市
政
と
住
民
と
の
矛
盾
の
あ
ら
わ
れ
で
さ
り
ま

ナ。
日
本
共
産
党
は
、
市
民
の
命
と
〈
ら
し
を
守
る
住
民
本
位
の
市
政
を
穣
立

す
る
た
め
K
、
行
政
事
務
の
再
配
分
と
そ
れ

κ見
合
う
財
源
の
績
僚
を
要
求

し
ま
す
。
当
面
、
地
方
焚
付
税
を
四
O
%
K
引
き
上
げ
、
国
の
補
助
事
栄
の

分
担
京
一
を
三
分
の
二
以
上
と
し
、
補
助
単
価
も
現
勢
K
見
合

っ
た
も
の
と
し

て
超
誠
一負
担
を
解
消
す
る
よ
う
主
張
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
度
一
紋
会
計
決

計
の
認
定
K
反
対
す
る
者
で
あ
h
y
ま
す
。

次

κ、
認
定
第
二
号
昭
和
四
十
八
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
K
反
対
す
る
討
論
を
行
な
い
ま
す
。

医
療
費
の
上
昇
、
医
療
無
料
化
の
拡
大
等
で
医
療
給
付
の
増
大
K
よ

b
、

保
険
会
計
の
決
岱
額
も
昭
和
四
十
六
年
度
の
指
数
一
O
O
か
ら
、
昭
和
凶
十

八
年
度
の
指
数
は
一
四
七
と
大
幅
K
増
加
し
て
い
ま
す
。
歳
入
商
で
一
千
百

七
十
六
万
六
千
二
百
四
十
円
の
財
産
売

b
払
い
収
入
と
一
般
会
計
か
ら
一
千

五
百
万
円
の
繰
り
入
れ
を
し
て
も
・
保
険
税
は
昭
和
四
十
七
年
度
よ
り
一
億

百
二
十
三
万
五
千
二
百
二
十
八
円
の
矯
加
と
な
h
y
.

昭
和
四
十
八
年
六
月
K

は
保
険
税
二
五
%
の
億
上
げ
K
念
り
ま
し
た
。

俣
険
税
の
値
上
げ
は
、
イ
ン
フ

ν
高
物
価
の
中
で
市
民
の
大
き
な
負
担

κ

念
司
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
.
と
の
よ
う
な
決
誌
は
市
民
の
立
場
K
立

っ

て
認
め
る
と
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

念
hv
、
総
務
脱
税
で
六
百
六
十
五
万
二
千
七
百
三
十
七
円
の
超
過
負
担

κな

っ
て
い
を
す
が
、
そ
の
解
消
を
要
求
し
、
合
わ
せ
て
国
庫
負
担
金
、
補
助
金

を
増
額
し
、
保
険
税
の
値
下
げ
を
主
張
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
度
国
民
健
康

俣
険
特
別
会
計
投
入
歳
出
決
詐
の
認
定
K
反
対
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
ο
以
与
。
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0
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

と
認
め
ま
す
。

他
に
討
論
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
!

討
論
念
し

採

決

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
と
れ
よ
り
採
決
を
行
在
い
ま
す
c

採
決

K
あ
た

b
ま
し
て
は
分
割
し
て
採
決
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
認
{
定
第
一
号
昭
和
四
十
八
年
度
一
般
会
計
決
算
K
つ
い
て
の
採
決
は

起
立

κよ
り
行
な
い
を
す
。

認
定
第
一
号
K
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
認
申
比
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
委
員
長
の
報
告
の
と
な

b
、
認
定
す
る
と
と

K
殺
般
の

諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

〈
相
官
成
者
起
立
)

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
〉
起
立
多
数
。
ー
っ
て
、
昭
和
四
十
八
年
度
一
般

会
計
決
算
は
委
員
長
の
報
告
ど
か
り
認
定
す
る
と
と

K
決
し
ま
し
た
。

つ
い
で
、
認
定
第
二
号
国
民
健
康
俣
険
特
別
会
計
決
算
を
起
立

κよ
り
採

決
い
た
し
ま
す
。

認
定
第
二
号
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
認
定
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
委
員
長
の
報
告
の
と
な
り
認
定
す
る
と
と

K
賛
成
の
諸

君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

(
安
成
考
起
立
)

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
起
立
多
数
。
よ
っ
て
、
昭
和
四
十
八
位
度
同
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
は
委
員
長
の
報
告
の
と

b
h
認
定
す
る
と
と
に
決

し
ま
し
た
。

つ
い
で
、
認
定
第
三
号
乃
至
第
七
号
令
特
別
会
計
決
杭
を
一
括
し
て
起
立

に
よ
り
採
決
加
え
し
ま
す
。

ご》

認
定
保
三
身
乃
支
第
七
毎
陀
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
い
ず
れ
も
認
定

す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ

h
ま
す
。
委
員
長
の
報
告
の
と
が
り
認
定

す
る
と
と

K
脅
成
の
韓
日
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

(
賛
成
考
起
立
)

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
起
立
全
員
、
よ
司
て
、

認
定
第
三
号
乃
至
第
七

号
の
各
特
別
会
計
決
計
は
い
ず
れ
も
委
員
長
の
郭
告
の
と
な
り
認
定
す
る

κ

決
し
ま
し
た
。議

u 

程

上

心コ

0
弐
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
日
程
輸
出
二
、
議
案
第
七
十
一
号
指
害
賠
償
の
額

。
決
定

K
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
ナ
。

議申
九A
m
u

朗
読
を
鯨
い
ま
す
。

(
申
告
記
朗
読
〉

議
実
第
七
十
一
号

損
害
賠
償
の
額
の
決
定

K
つ
い
て

議

震

の

内

容

説

明

0
款
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

O
衛
生
課
長
〈
伯
石
勘
治
君
)

上
げ
ま
す
。

と
の
交
通
事
故
は
、
と
と

K
記
載
し
て
あ
り
ま
す
と
な
り
、
五
月
十
五
日

の
午
後
三
時
頃
側
溝
清
掃
班
の
小
型
の
車
が
正
木
の
ほ
う
か
ら
東
藤
地
区

K

進
行
途
中

κ、
ト
ラ
y
ク
の
上

K
の
つ
け
て
置
き
ま
し
た
側
治
清
掃
班
の
用

具
で
汚
水
の
散
布
の
防
止
箱
と
い
う
の

が
木
の
箱
で
つ
ぐ
っ
て
ど
ざ
い
ま
し

て
、
そ
の
箱
が
ち
ょ
う
ど
正
木
の
ほ
う
か
ら
出
て
ま
い

b
ま
し
て
東
藤
の
ほ

う
に
出
て
主
い
り
ま
す
。
つ
ま

b
小
学
校

κ入
る
と
ち
ら
か
ら
行
っ
て
手
前

議
案
の
説
明
を
求
め
主
す
。

議
実
第
七
十
一
号

κつ
い
て
御
説
明
を
申
し
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の
と
と
ろ
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
そ
と
が
そ
の
と
き
相
当
の
風
が
吹
い
て
か

b

ま
し
た
の
で
、
南
西
の
風

κ当
た

-P
ま
し
て
そ
の
箱
が
撃
か
ら
飛
ん
で
道
路

に
落
ち
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
の
と
き
、
か
り
あ
し
ぐ
遵
路
の
右
側
を
羽
山
滑
一
郎
さ
ん
が
一
輪
車
に

回
植
え
用
の
奮
を
積
ん
で
選
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
と
と
ろ

K
、
ち

t
う
ど
そ

の
箱
が
当
た
h
y
ま
し
て
、
左
右
の
大
腿
部
と
、
そ
れ
か
ら
足
の
甲

K
当
た
っ

た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
そ
と
を
け
が
を
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
主
ナ
。

梅田ち

κ、
西
川
病
院

κ運
び
ま
し
て
治
療
を
受
け
た
の
で
ど
ざ
い
ま
す
が

そ
の
羽
山
滑
一
郎
さ
ん
は
六
十
八
歳
で
ど
ざ
い
ま
し
て
治
療
に
時
間
が
か
か

っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
主
す
。
治
療
白
数
が
二
十
四
日
を
み
た
わ
け
で
ど
ざ
い

ま
し
て
、
た
ま
た
ま
と
の
か
じ
い
さ
ん
は
田
植
え
、
そ
の
他
農
業
の
作
業
K

従
事
し
て
か
っ
た
途
中
の
関
係
上
、
そ
れ
に
要
し
ま
す
休
業
補
償
と
、
そ
れ

か
ら
そ
の
者
の
慰
謝
料
等
ζ

う
い
う
も
の
を
会
わ
せ
ま
し
て
二
十
万
ニ
キ
五

百
二
十
円

κ示
談
が
き
ま
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

O
議
長

〈
吉
田
弟
治
郎
君
)
説
明
は
終
り
ま
し
た
。

御
質
疑
を
願
い
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

l

認
め
ま
す
。

御
質
疑
念
し
と

番
員
会
付
託
の
省
略

O
議
長
会
ロ
田
勇
治
郎
君
v

b

は
か
り
い
た
し
ま
す
。

本
案
を
委
員
会
付
託
並
び

K
討
論
を
省
略
し
、
積
ち
に
採
決
す
る
と
と
に

御
異
議
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〈
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

O
議
長
(
古
口
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

採

決

。
議
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
と
れ
よ

-P採
決
い
な
し
ま
す
。

本
突
を
原
案
ど
h
v
b
可
決
す
る

κ御
異
議
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長
(
古
口
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
案
は

原
票
ど
h
w
h
y
可
決
さ
れ
士
し
た
。

議

程

認

の

上

O

議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
日
寝
第
三
、
議
案
第
七
十
二
号
人
権
擁
護
委
員

候
補
者
の
捻
欝

K
つ
い
て
を
議
題
と
い
え
し
ま
す
。

議
案
の
朗
読
を
願
い
ま
す
。

(
書
記
朗
読
)

議
案
第
七
十
二
号
人
権
擁
部
委
員
候
補
者
の
推
薦

K
つ
い
て

議

援

の

内

容

説

明

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
続
突
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

(
市
長
本
間
諜
君
登
壇
)

O
市
長
(
本
間
譲
君
)
た
だ
い
ま
上
寓
さ
れ
・
ま
し
た
議
案
第
七
十
二
-特
d
k

つ
き
ま
し
て
御
説
明
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
一
名
が
七
月
十
四
日
、
ち
ょ
っ
と
任
期
が
延
び
ま
し
た

が
、
任
期
満
了

K
念
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
後
任
、
す
な
わ
ち

今
ま
で
や
っ
て
会
っ
た
谷
野
律
子
さ
ん
を
推
薦
を
い
た
だ
き
た
い
。

と
の
方
は
、
左
か
念
か
り
っ
ぽ
な
方
で
よ
〈
活
動
も
す
る
わ
け
で
ど
ざ
い

ま
す
の
で
、
特

K
推
薦
を
hv
願
い
い
た
し
た
い
と
存
ず
る
次
第
で
ど
ざ
い
ま

す。

0
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

説
明
は
終
り
ま
し
た
。
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制
質
問
前
額
い
ま
す
。
制
下
尉
戸
時
特
ど
ざ
い
交
せ
ん
か
。
ー

め
ま
す
。

御
府
民
一
将
校
し
と
認

委
ー員
会
付
託
の
省
崎

O
議
長

(士
口
問
勇
治
郎
君
)

必
は
か
り
い
た
し
尭
ナ
。

本
出
先
を
雰
1
8
J
会
付
託
並
び
K
討
論
を
省
略
し
、
直
ち

K
採
決
す
る
と
と
に

御
異
議
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

(「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
定
〉

制
異
議
な
し
と
認
め
宅
す
G

採

決

と
れ
よ
り
採
決
い
え
し
ま
す
。

。
議
長

(吉
田
勇
治
郎
君
)

本
安
を
原
鉱
ど
が
h
y
可
決
す
る

K
御
異
懇
ど
ざ
い
主
せ
ん
か
。

(
「
異
詩
.
4
べ
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長

(士
口
凹
男
治
郎
衆
)
倒
臭
穏
な
し
と
摂
め
吏
す
。
よ
っ
て
、
本
誌
は

原
罪
ど
が

b
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

陳

情

E玄。
上

謹

自
宅
第
四
、
陳
情
第
一
日
官
僚
特
需
を
議
題
と
い

O

議
長
(
吉
田
一
応
治
郎
宋
)

た
し
ま
す
。

陳
情
書
を
朗
読
さ
せ
ま
す
。

(
書
記
朗
読
)

陳
情
第

一
号

陳

情

議

。
議
長

(士
ロ
田
完
治
郎
君
)
朗
読
を
終
タ
ま
し
た
。

本
件

κ
つ
い

て
御
発
一
一
一
白
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
ー

が
発
一
言
な
し
と
認
め

主
す
。

主語、

決

勺
鴨
川
目
減
(
宇
田
勇
治
郎
君
)
恥
仕
か
り
い
た
し
ま
す
。

本
件
考
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
す
と
と
に
制
異
議
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
常
な
し
」
と
呼
ぶ
考
あ
j
b
)

η
設
長
(
士
口
問
勇
治
郎
君

)
-m異
議
な
し
と
認
め
ま
す
c

よ
っ
て
、
本
陳
情

時
市
村
挟
択
寸
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

財

会

午
前
十
一
時
十
七
分
間
会

O

教
長
(
士
回
一
川
勇
治
郎
君
)

訟
は
か
り
い
た
し
合
す
。

京
定
例
会

K
付
議
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
す
べ
て
議
了
さ
れ
ま
し
た
。
よ
っ

て
、
会
熟
規
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
本
日
を
も
っ
て
第
二
田
市
議
会
定
例

会
を
開
ム
一
J

い
た
す
と
と
に
引
異
議
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

(「
異
議
を
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
・
9
)

O
議
長

(士
口
一
出
完
治
郎
君
)
例
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
木
定
例

会
は
と
れ
に
て
閉
会
す
る
と
と

K
決
し
ま
し
た
。

ど
う
も
、
長
時
間
ど
く
ろ
う
さ
ま
で
ど
ざ
い
.ま
し
た
。

O
本
日
の
会
議

W
付
し
た
事
件

て
認
安
第
一
早
川
乃
至
認
定
第
七
号

一
、
議
詐
第
七
十
一
号
、
議
案
鰐
七
十
二
号

一
、
陳
情
第
一
号
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地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
署
名
す
る。

館
山
市
議
会
議
長

館
山
市

持
会
議
員

館
山
市
議
会
議
員

タた表
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